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平成２７年度の建設工事に係る入札制度の見直しについて
お 知 ら せ

岡山県土木部

岡山県の建設工事に係る入札制度について、次のとおり見直しを行い、平成２７年４月
から実施しますので、お知らせします。

Ⅰ 電子くじの導入

平成２７年４月１日以降に電子入札システムを用いて応札を行う工事から、同額の場
合に紙や棒などを用いて行っていた「くじ」について、入札参加者等が入札価格を入力

、 「 」 、 「 」する応札画面で あらかじめ くじ番号 を入力し 落札候補者を決定する 電子くじ
します（ 。を導入 総合評価落札方式（拡大分を含む ）により発注される案件を除く。 。）

なお 「くじ番号」を入力しない場合は応札を行えません。、

【参考】電子入札システム機能追加のお知らせ
：http://www.pref.okayama.jp/page/415376.html

Ⅱ 入札価格の内訳書の提出

応平成２７年４月１日以降に応札を行う工事から、入札参加者が入札価格を入力する
札画面に「入札価格の内訳書」を添付する機能を追加 随意契約により発注されします（

）。 、「 」 、る案件を除く。 なお 入札価格の内訳書 を添付しない場合は応札を行えませんが
当該入札の内訳書ではない資料が添付されていた場合などは失格となりますのでご注意
ください。

【参考】電子入札システム機能追加のお知らせ
：http://www.pref.okayama.jp/page/415376.html

Ⅲ 総合評価落札方式の見直し

平成２７年４月１日以降に入札公告する工事から、次のとおり総合評価落札方式の見
直しを行います。

１ 自己採点方式の導入

評価項目 について、入札参加者に県が定める （同種工事の施工実績、工事成績等）
自己採点していただき 評価値が最も、県は、その得点と入札価格等により算出された
高い者（特別簡易型以外については全ての者）から技術資料と資格確認書類の提出を
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求める 評価値の最も高い者の自己採点の確認を行った上こととします。また、県は、
します。なお、県が採点した得点が、自己採点した得点に満たなで落札候補者を決定

い評価項目については、県が採点した得点の２分の１の点数を得点とし、県が採点し
た得点が、自己採点した得点を超える評価項目については、自己採点した点数を得点
とします。

２ 標準点の見直し

調査基準価格を下回る価格で入札した者について、評低入札価格調査制度における
価値を算出する際の標準点を次のとおりとします。

調査基準価格未満区 分 調査基準価格以上

７５点特別簡易型

６５点簡 易 型 １００点

５５点標 準 型

３ 企業の施工実績に係る評価の変更

【例：現行】
① 平成11年度以降に発注され 発注規模 以上の 指定する工事 工 3.0 /3.0 別記（ ） （ （
企施 た同種工事の施工実績の有 種 ）の元請け実績あり 様式）
業工 無 発注規模 未満の 指定する工事 工 1.0 1-2（ ） （ （
の実 種 ）の元請け実績あり）
績 上記のいずれにも該当しない。 0.0

岡山県が発注した○○工事 67点以上 3.0 /3.0 別記
のうち、平成22年４月１日 65点以上 67点未満 1.5 様式
から平成26年３月31日まで 65点未満又は実績なし 0.0 1-2
の間 ～(中略)～ 評定点の
平均点。(以下省略)

【例：変更後】
① 平成 年度以降に発注され 発注規模 以上の 指定する工事 工 3.0 /3.0 別記12 （ ） （ （
企施 た同種工事の施工実績の有 種 ）の元請け実績あり 様式）
業工 無 1-2（発注規模の１／２）以上の（指定す 2.0

る工事（工種 ）の元請け実績ありの実 ）
績 （発注規模 ）未満の（指定す 1.0の１／２

る工事（工種 ）の元請け実績あり）
上記のいずれにも該当しない。 0.0

岡山県が発注した○○工事 67点以上 3.0 /3.0 別記
のうち、平成 年４月１日 様式23 66.5点以上 67点未満 2.5
から平成 年３月31日まで 1-227 66点以上 66.5点未満 2.0
の間 ～(中略)～ 評定点の 65点以上 1.566点未満
平均点。(以下省略) 65点未満又は実績なし 0.0

※ 共同企業体の代表者を除く構成員の評価基準については、変更ありません。

評価項目における平均点を算出する期間の変更については、平成27年６月１日以降

の公告分から適用されます。
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４ 配置予定技術者の施工実績における同種工事の取扱いの変更

【例：現行】
② 平成11年度以降に発注され 主任技術者又は監理技術者として（発 4.0 /4.0 別記
配 た同種工事を主任技術者 注規模 以上の 指定する工事 工種 様式、 ） （ （ ））
置技 監理技術者又は現場代理人 を施工した実績あり 2-2
予術 として施工した実績の有無 主任技術者又は監理技術者として（発 2.0

） （ （ ））定者 注規模 未満の 指定する工事 工種
の を施工した実績あり
能 現場代理人として（指定する工事（工 1.0
力 種 ）を施工した実績あり（主任技術者）

又は監理技術者を兼務した場合を除
く ）。
上記のいずれにも該当しない。 0.0

岡山県が発注した工事のう 67点以上 5.0 /3.0 別記
ち、平成22年４月１日から 65点以上 67点未満 2.5 様式/5.0
平成26年３月31日までの間 65点未満又は実績なし 0.0 1-2
～(中略)～ 評定点の平均
点。(以下省略)

【例：変更後】
② 平成 年度以降に発注され 主任技術者又は監理技術者として（発 4.0 /4.0 別記12
配 た同種工事を主任技術者 注規模 以上の 指定する工事 工種 様式、 ） （ （ ））
置技 監理技術者又は現場代理人 を施工した実績あり 2-2

主任技術者又は監理技術者として（発 3.0予術 として施工した実績の有無
注規模の１／２）以上の（指定する工定者
事（工種 ）を施工した実績ありの ）

能 主任技術者又は監理技術者として（発 2.0
力 注規模 ）未満の（指定する工の１／２

事（工種 ）を施工した実績あり）
現場代理人として（発注規模）以上の 2.0
（指定する工事（工種 ）を全期間にわ）
たり施工した実績あり（主任技術者又
は監理技術者を兼務した場合を除く ）。
現場代理人として 1.0（発注規模）未満の

全期間にわ（指定する工事（工種 ）を）
施工した実績あり（主任技術者又たり

は監理技術者を兼務した場合を除く ）。
上記のいずれにも該当しない。 0.0

岡山県が発注した工事のう 67点以上 5.0 /3.0 別記
ち、平成 年４月１日から 様式23 66.5点以上 67点未満 4.0 /5.0
平成 年３月31日までの間 1-227 66点以上 66.5点未満 3.0
～(中略)～ 評定点の平均 65点以上 2.566点未満
点。(以下省略) 65点未満又は実績なし 0.0

※ 評定点の平均点を算出する期間の変更については、平成27年６月１日以降の公告分

からです。

５ 防災協定に係る評価方法の見直し

次の４つの防災協定について、これまで工事の種類にかかわらず一律に「指定防災
防災協定の内容に即した工事を発注する場合に「指定防協定」としておりましたが、

こととします。災協定」として評価する

① 大規模災害時における応急対策業務に関する協定 (一社)岡山県建設業協会
② 災害時における県有施設の応急対策に関する協定 (一社)岡山県電業協会
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③ 災害時における県有施設の応急対策に関する協定 岡山県電気工事工業組合
④ 災害時における県有施設の応急対策に関する協定 協同組合岡山県管事業協会

工事の種類 ① ② ③ ④

土木一式工事 (PC橋梁上部工工事を除く) ○ － － －

建築一式工事 ○ － － －

とび･土工･ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 (交通安全施設工事を除く) ○ － － －

電気工事 － ○ ○ －

電気通信工事 － ○ ○ －

管工事 － － － ○

しゆんせつ工事 ○ － － －

その他の工事 － － － －

※ 上図の「○」の工種について、対応する防災協定を指定防災協定とします。

Ⅳ 最低制限価格制度

最低制限価格の設定水準を見直します。

岡山県 技術管理課 ホームページへのアクセス方法

県のホームページ（ )から → 画面左上の［組織で探す］をhttp://www.pref.okayama.jp

クリック →［土木部］をクリック →［技術管理課］をクリック

【問合せ先】

入札制度の見直しについて
土木部技術管理課技術指導班
ＴＥＬ ０８６－２２６－７４６０


